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①道路協力団体の活動範囲について 

②ボラードの運用方法について 



①道路協力団体の活動範囲について（修正案） 2 
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足湯周辺 

上流側 
雁木広場周辺 

シェアド・スペース（歩車共存） 
※既存歩道との段差解消、舗装改修、ファニチャー整備 

シェアド・スペース（歩車共存） 
※舗装改修、ファニチャー整備 

雁木広場前 
：狭窄部（オソト協議会で利活用） 

※それ以外の区間は荷捌きや車両すれ違いを考慮 
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【右 岸】八千代橋交差部～国道316号交差部 
【左 岸】八千代橋交差部～きらきら橋交差部 
【橋 梁】八千代橋／千代橋／松声橋／曙橋 
【その他】竹林の階段・竹林の路／紅葉の階段／竹林の路～寿荘跡地 
    ※せせらぎ橋、きらきら橋は河川管理施設のため道路協力団体の活動範囲からは除外 



②ボラードの運用方法について 3 

＜ボラードの配置＞ 
 ①市道湯本東線（湯守飲食施設前） ③曙橋（市道湯本線交差部付近） 
 ②市道湯端平町線（恩湯前）    ④市道湯端平町線（国道316号交差部付近）   

④ 

② 
① 

③ 

▼出入りが想定される車両（③④） 
 ・道路管理用車両 
 ・イベント時の出展者車両 
 ・緊急車両（消防、救急、警察） 

▼出入りが想定される車両（①②） 
 ・影響範囲内の住宅や施設の関係車両 
 ・影響範囲内への荷さばき車両 
 ・道路管理用車両 
 ・イベント時の出展者車両 
 ・緊急車両（消防、救急、警察） 

●住民ワークショップで意見収集し、 
      道路管理者（市）が運用ルールを作成 
＜ワークショップ予定（案）＞ 
 第７回住民ＷＳ（７月）：概要説明、影響範囲確認、意見交換 
 第８回住民ＷＳ（９月）：運用ルール（素案）の提示、意見交換 
 第９回住民ＷＳ（１１月）：運用ルール（最終案）の提示・承認 
  ※道路社会実験や景観協定、ハード整備等を踏まえ議題を設定？ 

影響範囲 


